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メインとなるH8CPUボードには二次元レーザ

ースキャナにパルス信号を与えるためのインサ

ーキットエミュレータが接続されている．その

信号を受け取るための二次元スキャナ回路があ

り，その回路によりマイクロマシン部を直接ド

ライブさせる構成である．開発中のシステム全

体の様子を写真１に示す．

写真１ 開発システム全体

図２はレーザー描画するまでの動作を示すブ

ロック図である．図中，ｆ１，ｆ２，ｆ３はそ

れぞれ基本信号（1.28KHｚ），水平同期信号，

及び変調信号であり，全て同期がとられている．

この変調信号にＣＰＵ（H８）内のデータを乗

せて、文字を描画させる．現段階では８ドット

×８ドットのマトリクスで構成されている．将

来はこれを32ドットまで拡張する予定である．

レーザーによる二次元表示をさせるには，マ

イクロスキャンデバイスへ水平，垂直の異なる

２つの同期パルス信号を回路内部で発生させ信

号を送る．一般に画像表示にはベクトルスキャ

ン方式と，ラスタースキャン方式がある．

ベクトルスキャンはレーザービームを画面に

対してスキャンさせるのではなく，図形の形ど

おりに動かして描く方式である．図形が大きい

とフリッカーはでるが，ジャギー（ギザギザ）

はでない．一方，ラスタースキャンはレーザー

ビームを左上から右下に走査し，各ピクセルに

対応したデータ－を出力し，それを描画させる．

デメリットはベクトルスキャンと逆でフリッカ

ーが無いがドットの集合であるため，ジャギー

が目立つことである．この実験では後者の方式

を採用した．このしくみはちょうどTV方式（テ

レビジョン方式）と同じである．図３にラスタ

図３ ラスタースキャンと同期信号

図２ システムブロック図
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ースキャン動作の様子を示す．この実験では走

査線の本数を８本にして実験を行なった．

レーザー描画の中心となるマイクロデバイス

部の構造を図４に示す．弾性限界の高い特殊弾

性線の先端に円形状の微小なミラーと磁石が取

り付けてある．これを外部に置かれたチップコ

イルからの交番磁界によって，共振させること

で，ミラーに大きく上下左右に共振振動を起こ

させる．その時にレーザービームをミラーによ

り反射させてスクリーン上に描画させる．

図４ マイクロデバイス部

マイコンとはマイクロコンピュータの略称で

今日，一般の家電製品には必ずといっていいほ

ど内蔵されている組み込み用ワンチップコンピ

ュータのことである．この実験では描画パター

ンをスキャナから正確に出力させるため，厳密

なタイミングで規則正しいパルスを多数発生さ

せる必要がある．この動作をすべてＩＣチップ

で実現することはできず，高性能なＣＰＵでパ

ルス制御する必要がある．ＣＰＵの持つべき機

能として，特に独立，同期のとれるタイマ／カ

ウンタを内部に何本か持つ必要があるため，多

数のCPU候補の中から検討した結果，日立製

のH8/300Hが適していることが分かりこれを

採用することにした2)．

マイコンによるシステムの開発にはインサー

キットエミュレータ（In Circuit Emulator）と

いう専用の装置が必要である．これは開発する

ターゲットCPUへ直接動作命令を与えてメモリ

の代行を行ったり，ハードウェアのデバッグを

効率的に行なうのに欠かすことができない装置

である3)．写真１では左側にその一部が見える．

図2から分かるようにICEはPCと接続されてお

り，PC上から命令コードを直接デバックする．

CPUへのコード記述はアセンブラでコーディン

グした．

二次元スキャナのドライバーボードは，ＩＣ

Ｅ内部で作られる基本信号を受け取る．パルス

はＣＰＵ内部のタイマパルスユニットにより割

り込みを発生させ，特定カウンタのパターンマ

ッチングにより得られる．図５にレーザー出力

時のタイミングチャートを示す．プログラムで

作られる信号として基本信号とデータ信号があ

る．基本信号はスキャナ回路を動かす基本クロ

ックに相当する．データ信号はレーザー出力の

ON/OFF（変調信号）に相当する．これをラス

タースキャン信号に同期させてONの段階でデ

ータ－を送ることで描画を開始する．このタイ

ミングを脱すると出力データがぶれたり，ズレ

を起こすのでプログラムにより微妙な調整を行

う必要がある．

図５ タイミングチャート

これまで述べてきたシステムにより完成した

二次元レーザー描画システムの描画の様子を写

真２と写真３に示す．




